
平
仮
名
古
文
書
に
使
用
さ
れ
た
る
和
訓
表
記
の
漢
字

ー

l
平

安

時

代

. 
院
政
時
代
ー
ー
ー

村

正

英

田

本
稿
の
自
的
と
資
料

漢
字
が
和
訓
を
も
つ
よ
う
に
な
る
の
は
、
遅
く
と
も
六
世
紀
後
半
(
和
化
漢
文
体
「
元
興
寺
露
盤
銘
」
は
西
暦
五
九
六
年
)
と
考
え
ら

( 1 ) 

れ
る
。
そ
の
後
、
多
く
の
漢
字
が
和
訓
と
の
対
応
関
係
を
作
り
上
げ
、
維
持
し
て
き
た
。
そ
し
て
、

そ
う
し
た
対
応
関
係
は
、
必
ず
し
も

漢
字
と
和
訓
と
の
一
対
一
の
関
係
と
は
限
ら
れ
て
い
な
い
。
院
政
時
代
の
古
辞
書
「
類
粟
名
義
抄
」
に
は
、

い
く
つ
も
の
訓
を
有
す
る
漢

字
が
見
出
せ
る
。

し
か
し
、

か
つ
て
日
本
語
を
表
記
す
る
に
際
し
て
使
わ
れ
た
漢
字
が
、
そ
の
都
度
、
対
応
す
る
和
訓
を
異
に
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と

は
、
文
章
そ
の
も
の
が
文
意
通
達
を
前
提
と
す
る
以
上
、

不
合
理
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
漢
字
と
和
訓
と
の
対
応
に
つ
い

て
、
い
か
な
る
漢
字
に
い
か
な
る
和
訓
が
対
応
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
両
者
の
対
応
は
一
対
一
の
関
係
に
あ
る
の
か
否
か
と
い
う
こ
と

-178-

に
つ
き
、
対
象
を
院
政
時
代
ま
で
の
、
平
仮
名
を
主
体
に
し
て
書
か
れ
た
古
文
書
に
限
っ
て
見
渡
し
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

平
仮
名
主
体
の
古
文
書
に
限
っ
た
の
は
、
平
仮
名
を
ほ
と
ん
ど
ま
じ
え
ず
に
書
か
れ
た
文
書
と
平
仮
名
主
体
の
文
書
と
で
、
書
記
者
の



~m一

漢
字
の
和
訓
に
対
す
る
意
識
に
違
い
の
あ
る
の
を
恐
れ
た
た
め
と
、
乎
仮
名
主
体
の
文
書
の
方
が
、
漢
字
一
字
一
字
の
よ
み
を
決
定
し
ゃ

す
い
た
め
と
に
よ
る
。

ま
た
、
対
象
と
す
る
古
文
書
は
、
便
宜
に
し
た
が
っ
て
「
平
安
遺
文
」

(
竹
内
理
三
氏
編
、
東
京
堂
出
版
)
所
収
の
も
の
に
限
っ
た
。

以
下
、
扱
っ
た
古
文
書
を
年
代
順
に
掲
げ
る
。

各
官
頭
の
算
用
数
字
は
私
に
附
け
た
通
し
番
号
で
あ
り
、
漢
数
字
は
「
平
安
遺
文
」
に
お
け
る
番
号
で
あ
る
。
末
屠
に
示
し
た
算
用
数

① 

六

O

{
子
は
、
西
暦
年
数
で
あ
る
。

大
納
言
房
譲
状
案
(
東
寺
百
合
文
書
ヨ
)
ち
う
き
う
(
長
久
)
四
年

5
お

②
一
一
七

O

③
一
二
二
七

④
三
二
一
三

⑤
一
七
八
六

⑥
一
七
八
七

⑦
一
九
二
五

③
二

O
四
九

⑨
ニ

O
七
九

⑩
補
⑪
二
三
三
八

" 
〕
は
推
定
年
代
。

某
消
息
(
東
南
院
文
書
)
承
暦
三
年

5
3

追
捕
使
山
口
清
任
害
状
(
書
陵
部
所
蔵
壬
生
家
古
文
書
)
応
徳
元
年
呂
主

( 2 ) 

奉
恒
消
息
案
(
同
右
)
応
徳
二
年

5
g

某
庭
分
状
(
東
大
寺
文
章
弓
天
永
三
年
H
H
H
N

某
慮
分
状
(
同
右
)
天
永
一
二
年

大
宅
是
道
貢
布
状
(
同
右
)
保
安
二
年
H
H
N
H

散
位
源
某
家
地
去
状
(
東
寺
百
合
文
書
ツ
)
天
治
二
年
同
回
目

東
大
寺
領
某
荘
住
人
等
語
文
案
(
東
大
寺
文
書
)
大
治
元
年
同
H

N

。

五

平
氏
女
去
文
(
九
傑
家
文
書
)
大
治
三
年
己
お

某
書
状
(
武
雄
神
社
文
書
)
保
延
二
年

=ω∞



⑫
四
九
九
八

⑬
四
七
一
四

⑭
四
七
一
五

⑮
四
七
二
ハ

⑮
四
七
一
七

⑫
四
七
一
八

⑬
補
三
二
ハ

⑩
二
七
一
五

@
二
七
九
二

@
四
七
四
七

@
四
七
四
八

@
二
八
二
六

@
四
七
五
二

@
二
八
六

⑧
二
九
一
回
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@
ゴ
一
二
三
七

③
四
八
一
二

大
中
臣
道
衡
慮
分
状
案
(
光
明
寺
古
文
書
)

〔
保
延
二
年
戸
ω
巴

源
為
義
室
百
状
案
(
根
来
要
書
)

〔
永
治
二
年

HHb〕

源
為
義
書
状
案
(
向
右
)

〔
、
氷
治
二
年
〕

源
為
義
書
状
案
(
同
右
)

〔
永
治
二
年
〕

源
為
義
書
状
案
(
向
右
)

〔
永
治
二
年
〕

大
震
尼
奉
書
案
(
同
右
)

〔
永
治
二
年
〕

め
う
ね
ん
所
領
売
券
(
田
中
忠
三
郎
氏
所
蔵
文
書
)
か
う
ち
(
康
治
)
二
年
=
ぉ

佐
伯
佐
長
譲
状
(
勝
尾
寺
文
書
)
久
安
六
年

HHS

い
つ
み
か
家
地
売
券
案
(
白
河
本
東
寺
百
合
文
書
)
仁
平
三
年
己
包

( 3 ) 

美
福
門
院
令
旨
(
根
来
要
書
)
仁
平
四
年
口
忠

刑
部
少
輔
某
去
渡
状
(
田
中
英
一
氏
所
蔵
文
書
)
仁
平
四
年

藤
原
教
子
譲
状
案
(
東
寺
百
合
文
書
ヨ
)
き
う
す
(
久
寿
)
二
年
ロ
日

菅
原
定
隆
書
状
(
醍
醐
寺
本
醍
醐
雑
事
記
七
・
八
裏
文
書
)

〔
久
寿
二
年
〕

藤
原
氏
女
家
地
眉
棚
譲
状
案
(
大
徳
寺
文
書
)
保
元
元
年
ロ
包

某
ゆ
っ
り
状
(
尊
経
関
所
蔵
文
書
)
保
元
三
年
己
包

し
け
よ
し
田
地
売
券
(
東
寺
百
合
文
書
ミ
)
応
保
二
年

HHS

高
松
女
院
令
旨
案
(
根
来
要
書
)
永
万
元
年
ロ

g
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③
三
四
三
六

@
五

O
四
六

③
三
四
六
六

②
三
四
六
七

③
五

O
四
五

@
コ
一
四
九
三

③
四
八
七

O

@
五

O
五
二

⑨
祷
一
一
六

③
五

O
五
四

⑨
補
一
一
七

⑬
三
六

@
三
六

@
三
六
九
五

@
三
七
三
一

⑬
三
七
三
六

平
宗
盛
書
状
(
神
田
喜
一
郎
氏
所
蔵
文
書
)
仁
安
二
年
H

H

S

某
消
息
(
仁
和
寺
文
書
)
仁
安
三
年
ロ

g

涼
義
重
譲
状
(
正
木
文
書
)
仁
安
三
年

源
義
重
譲
状
(
同
右
)
仁
安
三
年

治
部
権
少
輔
藤
原
某
売
券
写
(
尊
経
閣
所
蔵
藤
井
貞
幹
影
抄
文
書
)
仁
安
二
年
(
平
仮
名
部
分
は
仁
安
四
年
の
書
き
加
え

H
H
A山
市
}
)

尼
心
併
置
文
(
関
戸
守
彦
氏
所
蔵
文
書
)
仁
安
四
年

左
衛
門
尉
源
季
一
房
書
状
(
高
野
山
文
書
)

〔
嘉
応
元
年
同
H

S

〕

某
譲
状
案
(
仁
和
寺
文
書
)
承
安
元
年
H
H
U
Y
H

( 4 ) 

僧
某
置
文
(
九
篠
家
文
書
)
承
安
一
万
年

某
消
息
(
僧
綱
申
文
一
一
異
文
書
)

〔
承
安
元
年
〕

左
少
将
某
底
分
状
案
(
九
篠
家
文
主
己
承
安
二
年
ロ
吋
N

池
尻
瓜
送
状
(
東
大
寺
文
書
)
承
安
三
年
戸
苫

語
為
行
戸
主
売
券
(
東
寺
百
合
文
書
ぜ
)
承
安
三
年

前
斎
院
五
辻
碩
子
寄
進
状
(
高
野
山
文
書
)

〔
承
安
五
年
己
吋
巴

伯
番
局
譲
状
案
(
東
寺
百
合
文
書
よ
)
あ
ん
く
ゑ
ん
(
安
一
万
)
元
年
H
H
斗
印

伊
与
内
侍
譲
状
案
(
徳
禅
寺
文
書
)
安
元
二
年
H
H

苫



@
一
一
一
七
九
七

@
三
七
九
八

⑫
三
八

O
七

⑬
三
人

O
九

⑬
三
八
二
五

@
三
八
五
三
一

@
橋
三
八
六

②
三
九
二
二

@
五

O
六
五

@
補
一
ニ
九
一

③
三
九
七

O

@
五

O
七
O

@
五

O
七一

@
五

O
八一

@
四
一
四
八
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@
四
一
六

@
補
四
二
一

春
日
某
消
息
(
高
野
山
文
室
田
)
安
元
三
年
戸
吋
吋

三
位
局
消
息
(
高
野
山
文
書
)

〔
安
元
三
年
〕

皇
嘉
門
院
譲
状
(
書
陵
部
所
蔵
文
書
)
治
承
元
年
口
叶
吋

藤
原
氏
女
家
地
棚
譲
状
案
(
大
徳
寺
文
書
)
治
承
元
年

高
階
氏
女
菩
提
寺
譲
状
(
勝
尾
寺
文
書
)
治
承
二
年
巴
吋
∞

大
武
入
道
譲
状
(
室
田
陵
部
所
蔵
古
文
書
)
治
承
二
年

某
屋
地
譲
状
案
(
勝
尾
寺
文
書
)
ち
せ
う
(
治
承
)
二
年
H
H

吋∞

皇
嘉
門
院
慮
分
状
(
九
篠
家
文
書
)
ち
そ
う
(
治
承
)
四
年
口
∞
。

源
頼
朝
消
息
(
尊
経
閣
所
蔵
文
書
)

( 5 ) 

〔
治
承
四
年
〕

平
盛
時
(
?
)
書
状
(
島
津
家
文
書
〉

〔
治
承
五
年
戸
缶
〕

某
米
請
取
状
(
京
都
大
学
所
蔵
大
東
文
書
)
治
承
五
年

平
某
譲
状
案
(
早
稲
田
大
学
所
蔵
祢
寝
文
書
)
ち
そ
う
(
治
承
)
五
年

平
某
譲
状
案
(
同
右
)
ち
そ
う
(
治
承
)
五
年

某
相
博
券
文
(
尊
経
閣
所
蔵
文
書
)
寿
永
二
年
口
忠

源
頼
朝
書
状
(
神
護
寺
文
書
)

〔
寿
永
三
年

=
E〕

源
頼
朝
書
状
案
(
崎
山
文
書
)
一
冗
暦
元
年
口
定

源
頼
朝
下
文
写
(
集
古
文
書
)
元
暦
元
年
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@
四
二
三
三

@
四
二
三
四

@
四
二
四
七

@
補
一
五
回

@
補
四
三
二

藤
原
窺
能
下
知
状
案
(
永
弘
文
書
)
元
暦
二
年
=
∞
∞

源
頼
朝
書
状
案
(
熱
田
神
宮
文
書
)

〔
元
暦
二
年
〕

梶
原
景
時
室
消
息
写
(
三
篠
家
古
文
書
)

〔
元
暦
二
年
〕

源
頼
朝
書
状
(
荒
巻
福
士
口
氏
所
蔵
文
書
)

〔
元
暦
二
年
〕

某
仮
名
書
状
(
東
京
国
立
博
物
館
蔵
高
山
寺
文
書
)

な
お
、
調
査
は
す
べ
て
、

「
平
安
遺
文
」
に
拠
っ
た
。

和
訓
表
記
の
漢
字
一
覧

あ
る
。 次
に
掲
げ
る
の
は
、
先
掲
の
六
十
六
通
の
古
文
書
中
、
平
仮
名
主
体
の
文
章
中
に
ま
じ
え
用
い
ら
れ
た
和
訓
表
記
の
漢
字
の
一
覧
表
で

( 6 ) 

〔
一
覧
表
作
成
上
留
意
し
た
点
〕

。
配
列
は
原
則
と
し
て
漢
字
一
字
ご
と
の
和
訓
に
も
と
づ
い
た
。

。
漢
字
一
字
ご
と
の
和
訓
の
語
性
に
よ
り
、
名
詞
、
動
調
、
形
容
詞
、
副
詞
そ
の
他
の
自
立
語
、
助
詞
・
助
動
詞
・
接
辞
の
五
種
類
に
大

別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
を
和
訓
の
五
十
音
順
に
従
っ
て
配
列
し
た
。

っ
た
。

。
漢
字
二
字
以
上
で
表
わ
さ
れ
る
複
合
語
の
う
ち
、
官
職
名
な
ど
は
あ
え
て
一
字
ず
つ
に
分
け
る
こ
と
を
せ
ず
、
熟
字
訓
と
し
て
取
り
扱

(
表
中
、
傍
線
を
附
し
た
訓
)

。
動
詞
の
中
に
は
、
連
用
形
の
名
詞
化
し
た
も
の
も
含
め
た
。



。
こ
こ
で
は
、
各
文
書
に
お
け
る
別
筆
部
分
、
及
び
日
付
、
署
判
、
分
注
の
類
は
除
い
て
あ
る
。

。
又
、
地
名
・
人
名
な
ど
の
固
有
名
詞
も
除
い
た
。

。
数
詞
・
助
数
詞
も
除
い
た
。

0

各
和
訓
に
つ
い
て
、

。
接
頭
辞
一
御
」
に
つ
い
て
も
、
そ
の
和
訓
を
容
易
に
は
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
除
い
た
。

一
例
乃
至
二
例
の
用
例
を
掲
げ
、
下
に
所
出
の
古
文
書
の
番
号
(
私
に
附
け
た
通
し
番
号
)
を
示
し
た
。

0

同
一
漢
字
同
一
和
訓
の
用
例
が
複
数
の
古
文
書
に
存
す
る
場
合
は
、
用
例
と
し
て
掲
げ
た
古
文
書
以
外
は
、
た
だ
そ
の
番
号
の
み
を
以

下
に
列
記
す
る
に
と
ど
め
た
。

。
各
古
文
書
に
二
つ
以
上
の
用
例
が
見
出
せ
る
場
合
は
、
各
番
号
の
下
に
括
弧
で
そ
の
用
例
数
を
示
し
た
。

( 7 ) 

。
用
例
に
は
、
適
宜
濁
点
を
補
っ
た
。

和

言JII

名

詞
'-J 

ア
ブ
ラ

ウ
チ
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ウ
ヂ

ウ
ーマ

用

Ou 

書

号

古

番

文

件
御
油
三
升

⑦ 

六
人
の
き
ん
だ
ち
の
内

⑤
⑫
@
 

藤
原
氏
女

@ 
⑬ 

馬
の
大
夫

⑬ 
(3) 
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ウ
リ

オ
ホ
ク
ラ

カ
タ

カキ
ヌ

キク
チ

クク
ラ
ウ
ド

ココ
コ
ロ

コ
ト

タ有
J 

メ

アト

キ

瓜
ノ、
十

⑩ 
(2) 

大
騒
省

@ 

河
北
方
を
可
預
給
候

⑭ 

」
御
方

⑫ 

上
か
つ
ら
の
し
ゃ
う

@ 

絹
二
疋

④ 
@ 

ひ
め
君

⑥ 
@ 

東
西
日
責
丈

③ 

わ
か
さ
の
園

@ 
③ 

十
郎
蔵
人

@ 

( 8 ) 

子
四
人

⑥
③
⑫
 

①
⑬
ω
⑮

@
ω
@
ω
⑮

ω
@
@
@
⑬
 

か
み
か
つ
ら
の
し
ゃ
う
怜
お
と
事
①
お
ほ
せ
事

⑩
@
⑫
⑬
⑫
@
@
@
帥
@
例
@
@
@
@
@
助
@
伺

御
.[止

③ 
(3) 
⑨ 
(2) 
⑬ 
⑬ 
(7) 
⑭ 
(5) 

g 
(3) 

審
(2) 
@ 
⑧ 
(3) 
⑫ 
@ 
② 
(2) 

よ
し
み
ね
の
さ
か
も
と
の
回
な
り

⑧
⑫
ω
⑬
⑫
②
ω
 

仰
矯
後
日

② 

手
つ
ぎ
せ
う
も
ん

⑮ 
⑬ 

か
ゃ
う
の
時

@ 
@ 



ト
コ
ロ

ト
ノ

ナ
シ

ハ
タ
ケ

ヒヒ
ト

フホ
ト
ケ

ギ
ミ
ナ
ミ

ヤ
モ
ト

そ

ノ
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寸ヲ

ーマ

ヨ

シ

お
さ
め
所

④
@
@
@
ω
@
@
@
@
 

し
な
の
L
か
う
の
殿

⑩
⑫
⑧
⑬
@
ω
 

何
事

⑬
⑮
川
W
@

西
五
段

⑫ 

品
二
段

⑫
川
刊
⑬
ω
@

日
じ
り
(
聖
)

@
@
⑮
 

み
だ
う
の
人
主

⑥
伺
⑮
⑩
仙
一
⑧
一
例
@
⑧
③
⑧
③
⑬
@
ω
@
@
ω
@
ω
@
@

か
な
文

⑤
⑥
⑬
O
@
ω
@
⑧
⑬
 

{弗

電b

( 9 ) 

わ
が
身

⑮
⑧

ω
 

右
件
所
領

⑫
⑮
②
⑩
⑬
 

南
田

⑫ 

宮

⑫ 
⑮ 

本
の
て
ら

⑧ 

ひ
き
う
の
物

⑬

ω⑮
⑮
@
 

御
山

@
@
川
向
母
仙
川

候
ベ
き
由

⑮ 
@ 
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ヰヲ
ム
ナ

ア
ゲ

ア
ヅ
ケ

ア
ハ
セ

ア
リ

イ
タ
シ

イウ
ケ

ヨ
ネ動

詔

ウ
ケ
タ
マ
ハ
リ

ウ

チ
ウ

リ
オ
ヒ

オ
ホ
セ

米
四
石
五
斗

@ 
@ 

蘭
十
二
東

@ 

女

⑦
⑮
@
@
@
 

申
上
お
は
円

U

可
預
給
候

⑬ 

合
田
昌

@
@
@
 

有
し
も

@ 

経
事
能
々
可
致
沙
汰
也

見
参
に
入
て

@ 

請
文

@ 
(3) 

委
承
候
に
き

⑭
@
@
 

打
入
之
由

@ 

買
わ
た
す
所
也

逐
申

@ 

仰
っ
か
は
す

⑭ 
@ 

( 10 ) 

@ 

@ 



オ
モ
ヒ

カ
ネ

カ
ヘ
シ

カ
ヘ
リ

キ
キ

ク
J

ダ
シ

グ
ダ
ン

サ
ブ
ラ
ヒ

サ
ブ
ラ
ヒ

タ
テ
マ
ツ
リ

タ
マ
ヒ

ツ
ク
リ

マ
ウ
シ
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モ
チ

思
ひ
か
け
ぬ

兼
又

@ ⑮
⑧
@
@
@
@
 

⑪ 
@ 

返御
返
事

関
候

@ 

御
下
文

件
の
も
の
ど
ん

@
@
ω
@
 

③
@
@
 @⑦
@
伺
@
例
@
ω
@
@
@
ω
@

ゆ
⑨づ
③り
(3) ま
⑬い
(4) ら
@せ
M 候
@ぬ
伺
⑮①  
(18) (3) 
⑬③  
⑫ (3) 
(6) ④ 
o (6) 
@⑦  
帥 (5)
@⑮  
(2) (3) 
@⑬  
(3) 帥
@⑬  
(2) M 
0 ⑮ 
帥 (8)
@⑮  
帥 (5)
@⑫  
帥 (5)
@ @ 
帥 (3)
o @ 
肋倒
@ 
@ 
(6) 
③ 
(2) 
@ 
(2) 
@ 
(14) 

侍
近
正

奉
申
い
た
し
て

た
ず
ね
と
り
給
ベ
し

( 11 ) 

⑮ 

② 

②
⑬
⑮
川
W
⑧
伸
@
例
⑧
ω
@⑨
ω
@
⑬
ω
@
@
帥
⑥
帥
⑫
的
@
@
同
@
同
@
制
@
伺

呑
所
前
戸
主
宇
一
年
毛
作
た
ま
ふ
べ
き
賦
如
件

⑮
⑬
⑭
ω
⑮
助
⑫
@
@
例
⑧
ω
⑧
糾
@
ω
@
ω
@
@
⑫
⑬
@
帥
@
ゆ
⑮
ω
@
川
W
@
@
仙
仰
向
砂
防
@
仙
川

申
候
ら
ひ
し

@
の
@
ω

巨
細
者
見
本
券

以
下

@ 

@ 

@ 

い
さ
い
ほ
ん
け
ん
に
見
え
た
り

⑬ 
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ヨ
ロ
コ
や
ヒ

ヲ
ハ
リ

〔
形
容
詞
〕

カ
シ
コ
ク

ク
ハ
シ
ク

ヨ

ク

悦
思
給
候

@ 

承
了

@
@
ω
 

(
語
幹
も
含
む
)

御
堂
沙
汰
穴
賢
/
¥

⑨ 

委
承
候
に
き

⑬ 
@ 

能
主
主
祈
念
せ
さ
せ
給
ベ
し

〔
副
調
そ
の
他
の
自
立
語
〕

ア
ナ

コ
ノ

品
ソ
ラ

ス
ナ
ハ
チ

ソ
モ
ソ
モ

ーマ

タ

モ

シ

御
堂
沙
汰
穴
賢
/
¥

⑨ 

此
あ
ひ
だ

⑬ 

更
た
の
さ
ま
た
げ
あ
る
べ
か
ら
ず
侯

乃
米
四
石
五
斗

⑩ 

抑
あ
ふ
か
の
庄
事

⑭ 
@ 

⑥
⑬
ω
⑫
一
ω
⑬
ω
⑬
同
⑮
⑮
⑬
州
内
⑮
⑫
⑧
⑧
⑧
⑫
⑬
@
ω
@
@
@
@
@
同
@

@ 

又
主
か
く
べ
し

若
明
年
十
月
内
さ
ま
た
伊
あ
ら
ば

為、
A
b
A

⑮ 
② 

( 12 ) 

⑬ 



ヨ
リ
テ

ヮ
ヵー

的
矯
後
日

我
こ
(
子
)

〔
助
詞
・
助
動
詞
・
接
辞
〕

ゴ
ト
シ

ド
ノ

ナ
リ

ノノ、ノ、〆¥

シ
-フ
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② 
@ 
(2) 

如
件

@
@
@
@
⑬
@
 

⑧
⑫
@
@
⑨
⑬
②
川
W
@
@

⑥

ω
⑬
⑮
⑬
伺
@
@
@
叫
⑨
@
@
@
ω
@
ω

あ
は
般
に
か
t

ふ
せ
た
て
ま
つ
る
な
り

上
洛
之
時

お
ま
へ
に
た
て
ま
つ
る
也

@ 

本
文
書
者

@ 

打
入
之
由

⑮ 

@ 

巨
細
者
見
本
券

可
預
給
候

み
ち
の
あ
ひ
だ
の
お
そ
れ
候
へ
者

@ 

子
息
等

⑮ 

⑭ 

経
事
能
主
可
致
沙
汰
也

ま

め

@ 

ア
.
フ
ョ
フ

先
の
表
を
漢
字
ご
と
に
ま
と
め
て
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

ウ

リ

油

と
内

ウ
チ

氏

ウ
ヂ

a罵

瓜

ウ
マ

( 13 ) 

方

カ
タ
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上

アカ
ゲミ

絹

キ
ヌ

君

キ
ミ

ロ

ク
チ

園

ク

d心

コ
コ
ロ

事

コ
ト

国

タ

為

タ
メ

手

テ

所

ト
コ
ロ

殿

ドト
ノノ

何

ナ

西

シ

畠

ハ
タ
ケ

人

ヒ
ト

文

7
、，、

傍

ホ
ト
ケ

身山

ヤ

マ

右

ミ

ギ

宮

ミ
ヤ

本

モ
ト

物

モ
ノ

A 
口

ア
ハ
セ

由

ヨ
、
ユノ

薗

ヰ

女

ヲ
ン
ナ

預

ア
ヅ
ケ

打

ウ
チ

有

ア

ワ

入

イ

リ

請

ウ
ケ

承

ウ
ケ
タ
マ
ハ
リ

返

カ
ヘ
シ

カ
ヘ
ワ

貰

ウ
リ

仰

オ
ホ
セ

思

オ
モ
ヒ

兼

カ
ネ

奉

タ
テ
マ
ツ
リ

聞

キ
キ

件

ク
ダ
ン

候

サ
プ
ラ
ヒ

侍

サ
プ
ラ
ヒ

'悦

ヨ
ロ
コ
“
ヒ

車合

タ
マ
ヒ

申

マ
ウ
シ

見能

ヨ
ク

以

モ
チ

此

コ
ノ

了

ヲ
ハ
リ

委

ク
ハ
シ
ク

又

てr

タ

，...， 
^ 
ア
ナ

仰

ヨ
リ
テ

更

サ
フ

抑

ソ
モ
ソ
モ

之

ノ

若

モ
シ

可

ベ

'"' 

我

ワ
ガ

也

ナ
リ

大
蔵

オ
ホ
ク
ラ

者

J可:，、

等

フ

(
熟
字
訓
)

蔵
人

ヲ
ラ
ウ
ド

右
か
ら
判
明
す
る
こ
と
は
、
扱
っ
た
六
十
六
通
の
平
仮
名
古
文
書
に
お
い
て
、

り

一
漢
字
に
二
訓
、

子

コ

時

ト
キ

日

ヒ

南

ミ
ナ
ミ

米

ヨ
ネ

致

イ
タ
シ

逐

オ
ヒ

下

ク
ダ
シ

作

( 14 ) 

ツ

p
p

賢

カ
シ
コ
ク

乃

ス
ナ
ハ
チ

ま日

ゴ
ト
シ

各
漢
字
ご
と
に
対
応
す
る
和
訓
は
ほ
ぼ
一
定
し
て
お

ま
た
は
一
訓
二
漢
字
と
い
っ
た
対
応
関
係
を
示
す
も
の
は
き
わ
め
て
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
外
と
な
る



の
は
、
「
上
」

「厳」

「返」

「
者
」
そ
れ
に
向
訓
を
共
有
す
る
「
侯
」
と
「
侍
」
で
あ
る
。
な
お
こ
の
う
ち
、
「
段
」
の
「
ト
ノ
」
に
対

す
る
「
ド
ノ
一
は
連
湾
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
同
訓
と
認
め
て
さ
し
っ
か
え
の
な
い
も
の
か
と
考
え
る
。
ま
た
「
返
」
の
「
カ
へ

シ
」
は
、
そ
の
全
例
が
副
詞
「
カ
ヘ
ス
ガ
ヘ
ス

(
返
事
)
」

の
表
記
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

は
名
詞
と
し
て
一
例
見
出
せ
る
の
み
で
あ
り
、

っ
た
。

(
返
主
)
」

一
方
の
「
カ
ヘ
リ
」
も
「
カ
ヘ
リ
ゴ
ト

の
表
記
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

次
に
、

「侍」

「
サ
ブ
ラ
ヒ
」
の
訓
を
共
有
す
る
「
候
」
と
「
侍
」
と
に
つ
い
て
は
、

「
候
」
は
動
詞
ま
た
は
助
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
、
名
詞
と
し
て
の
用
例
は
見
出
せ
な
か

以
上
、
扱
っ
た
六
十
六
通
の
古
文
書
に
お
い
て
、
そ
こ
に
用
い
ら
れ
た
漢
字
と
そ
れ
に
対
応
す
る
和
訓
と
が
筆
記
者
の
相
違
に
か
か
わ

ら
ず
一
定
し
た
一
対
一
の
関
係
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
に
対
す
る
和
訓
に
つ
い
て
、
当
時
の
人
々
に
共
通
し

た
字
訓
の
観
念
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
る
。
も
と
よ
り
、
こ
こ
で
扱
っ
た
の
は
平
仮
名
主
体
表
記
の
古
文
書
で
あ
り
、
全
文

( 15 ) 

漢
字
表
記
の
古
文
書
と
の
文
体
の
違
い
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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